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大学等の転入学に関する実態調査 
 

 

独立行政法人日本学生支援機構では、全国の大学（大学院を除く）・短期大学・高等専門学校

を対象に、大学等の転入学に関する実態調査を実施しました。 

結果の概要は、以下のとおりです。 

 

１． 調査の概要 
 
（１）目的 

修学支援情報の充実を図るため、全国の大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校

の転入学受入れの情報を収集し、日本学生支援機構ホームページ等で提供することにより、

学生、大学等の教職員に活用されることを目的とする。 

 

（２）調査対象校 

全国の大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校 1,173 校 

 

（３）調査方法 

郵送による悉皆調査 

 

（４）調査時期 

回答票配布時期 平成 20 年 3 月下旬 

回答票提出期限 平成 20 年 5 月上旬 

 

（５）調査項目 

・平成 21 年度転入学試験、平成 20 年度秋期転入学試験の実施予定状況について 

・平成 20 年度転入学試験、平成 19 年度秋期転入学試験の実績について 
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（６）回収状況 

回答校数：990 校（回収率：84.4％ 詳細は下記参照） 

 
 

（７）用語の定義 

本調査では、「転入学」を以下の意味で使用。 

●転入学･･･学校種を同じくする他の学校からの入学 

（例） ・ ４年制Ａ大学２年次修了→４年制Ｂ大学２年次または３年次へ入学 

・ Ｃ短期大学１年次修了→Ｄ短期大学２年次へ入学 

 

２． 調査結果概要 
 
（１）転入学制度の設置状況 

 

転入学制度を設けている    64.1％（635 校） 

転入学制度を設けていない   35.9％（355校） 

今年度の試験実施予定状況の有無に関わらず、何らかの方法により制度として転入学制

度を設けていると回答した学校は 635 校である。（実施方法の詳細は、「（２）転入学受入

れの実施方法」を参照。） 

 ≪図1≫
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 ○ 学校種別内訳 

図１について、大学・短期大学・高等専門学校別（大学はさらに国公私立別）に分類し

た。短期大学については、制度を設けていないとする割合が過半数を占めている。 

 
≪図2≫ 

 

 

（２）転入学受入れの実施方法 

 

「（１）転入学制度の設置状況」で転入学制度を設けていると回答した学校 635 校につ

いて、受入れの実施方法を図 3 のとおりまとめた。ほとんどの学校は、編入学試験（の中

での一部）として実施しており、転入学試験単独では実施していない。また「④ その他」

の内訳は、定期的な試験は実施しないが希望があった場合等に随時実施するもの、あるい

は、制度はあるが今年度の試験の実施を予定していないもの等である。 

 ≪図3≫ 
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 ○ 学校種別内訳 

図 3 を大学・短期大学・高等専門学校別（大学はさらに国公私立別）に分類したもので

ある。大学では、ほとんどの学校が編入学試験（の中での一部）として実施しているのに

対し、短期大学・高等専門学校では、ほとんどの学校がその他（随時実施、あるいは試験

実施予定無し）となっている。 

 

 ≪図4≫ 
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《 参考：集計データ（図 2～4）》 

 

 

 ○ 図 2 転入学制度の設置状況 – 学校種別内訳 

    
 

 ○ 図 3 転入学受入れの実施方法 

 

 

 ○ 図 4 転入学受入れの実施方法– 学校種別内訳 
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